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三瓶拳也選手による選手宣誓�

優勝したアタゴチーム�

開会式の様子�

　
第
63
回
夏
季
野
球
大
会
は
、
8
月
13
、
14
日
に

村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
に
11
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
大
会
は
、
川
中
Ａ
・
川
中
Ｂ
両
チ
ー
ム
の
活

躍
が
目
立
っ
た
大
会
で
し
た
。
川
中
Ａ
チ
ー
ム
は

西
山
大
夢
投
手
が
林
原
戦
に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン
を
達
成
、
川
中
Ｂ
チ
ー
ム
八
区
を
コ
ー
ル
ド
で

破
り
共
に
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
決
勝
は
、
両
者
と
も
に
新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
今
大
会
に
臨
ん
だ
前
回
大
会
の
覇
者
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｏ
チ
ー
ム
と
西
郷
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。�

　
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
は
初
回
に
2
点
を
先
制
し
、
松
本

剛
幸
、
遠
藤
拓
郎
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
に
よ

り
3
回
、
4
回
、
5
回
に
1
点
ず
つ
加
点
、
そ
し

て
6
回
に
は
長
打
を
絡
め
一
挙
3
点
を
奪
い
勝
利

を
決
定
づ
け
ま
し
た
。
西
郷
は
4
回
に
高
木
順
和

選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
1
点
を
奪
い
ま
し
た
が
、

若
松
秀
投
手
の
的
を
絞
ら
せ
な
い
投
球
に
苦
戦
し
、

4
安
打
1
失
点
に
抑
え
ら
れ
、
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
が
2

年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
前
日
の
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
、
か
た

づ
け
ま
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
実
行
委
員
、

審
判
員
の
皆
さ
ん
た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。�

　
試
合
結
果
と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

優
　
勝
　
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ�

準
優
勝
　
西
郷�

3
　
位
　
川
中
Ａ
・
川
中
Ｂ�

個
人
賞
　
　�

最
優
秀
選
手
賞
　
松
本
剛
幸
選
手
「
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」�

敢
　
闘
　
賞
　
高
木
順
和
選
手
「
西
　
郷
」�

打
　
撃
　
賞
　
遠
藤
一
彦
選
手
「
西
　
郷
」�

特
　
別
　
賞
　
西
山
大
夢
選
手
「
川
中
Ａ
」�

Ｍ
Ｉ
Ｐ
賞�

川
中
Ａ
　
林
　
公
慈
選
手
　
林
　
原
　
横
田
喜
之
選
手�

7
　
区
　
佐
久
間
淳
選
手
　
西
　
郷
　
秋
元
一
哲
選
手�

第
1
区
　
猪
狩
和
弘
選
手
　
早
　
渡
　
志
賀
友
輔
選
手�

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ

　
若
松
　
秀
選
手
　
六
　
区
　
大
和
田
達
矢
選
手�

四
　
区
　
三
瓶
竜
太
選
手
　
八
　
区
　
草
野
隆
文
選
手�

川
中
Ｂ
　
遠
藤
竜
治
選
手�
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ATAGO VS 西郷� ナイスプレー�

トーナメント� 敢闘賞　高木順和選手� 最優秀選手賞　松本剛幸選手�
�

特別賞の西山大夢選手� 準優勝した西郷チーム�
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もりたろう君も参加。フラカエル？�

大声コンテスト�

大盛況のおもちゃすくい�

キッズダンス�

�　
2
0
1
0
　
Ｂ
Ｏ
Ｎ
・

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
は
、
関
係
機

関
、
団
体
、
地
元
青
年
の

協
力
を
得
て
、
8
月
13
日

盛
大
に
川
内
村
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
祭
り
は
、
盆
踊
り

等
を
通
じ
て
村
民
や
帰
省

者
が
村
の
魅
力
を
改
め
て

感
じ
て
も
ら
い
、
村
民
が

楽
し
み
、
交
流
し
、
村
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
、
村
民
、
帰
省

者
が
大
勢
訪
れ
約
6
0
0

人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。�

　
よ
さ
こ
い
踊
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
の
ほ
か
、
盆

踊
り
、
抽
選
会
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ふ
わ
ふ
わ
や
縁

日
コ
ー
ナ
ー
も
た
く
さ
ん

の
人
で
賑
わ
い
、
多
く
の

方
々
が
川
内
の
夏
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。�

　
本
祭
に
ご
支
援
・
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係

者
・
関
係
団
体
の
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

�

 
2
0
1
0
　
B
O
N
・
D
A
N
C
E
に
ご
協
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

協
賛
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

 
2
0
1
0
　
B
O
N
・
D
A
N
C
E
協
賛
者
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
�

川
内
村
、
川
内
村
議
会
、
川
内
村
中
山
間
直
接
支

払
推
進
協
議
会
、
川
内
村
婦
人
会
、
川
内
村
商
工

会
、
川
内
村
観
光
協
会
、
㈱
あ
ぶ
く
ま
川
内
、
東

京
電
力
㈱
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
、
川
内
村
建

設
業
協
会
【
丸
川
建
設
㈱
、
㈲
三
瓶
組
、
㈲
河
原

組
、
大
和
田
建
設
㈱
、
㈱
渡
邉
重
建
、
㈲
佐
久
間

工
務
店
　
計
6
社
】、
東
電
工
業
㈱
、
双
葉
地
方

森
林
組
合
、
郡
山
信
用
金
庫
川
内
支
店
、
常
磐
交

通
観
光
㈱
富
岡
営
業
所
、
モ
ン
ペ
リ
か
わ
う
ち
の

湯
前
店
、
㈲
佐
和
屋
、
㈲
わ
た
や
、
㈲
渡
辺
商
店
、

㈲
協
川
興
業
、
㈱
渡
邉
重
建
、
や
き
と
り
天
華
、

民
族
衣
装
文
化
普
及
協
会
、
全
国
健
康
普
及
会
、
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
の
こ
里
山
の
会
�
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成人者の様子�

成人証書を受け取る井出唯さん�
�

成人代表謝辞を述べる小松良平さん�

�　
今
年
度
の
川
内
村
成
人
式
は
、
8
月
15
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
成
人
者
・
来

客
・
関
係
者
な
ど
多
数
の
方
々
が
出
席
し
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。
�

　
式
で
は
新
成
人
一
人
一
人
の
名
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
代
表
し
て
村
長
よ
り
井
出
唯
さ
ん

に
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
村
長
よ
り
式
辞
が
あ
り
、
こ
れ

に
応
え
新
成
人
を
代
表
し
、
小
松
良
平
さ
ん

が
「
人
と
の
繋
り
と
出
会
い
に
感
謝
し
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
�

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
川
内
コ
ー
ラ
ス

ク
ラ
ブ
よ
り
、
お
祝
い
の
歌
が
贈
ら
れ
新
成

人
の
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
�

広報かわうち　平成22年9月�

川内村成人式�
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第
37
回
福
島
県
消
防
操

法
競
技
双
葉
地
方
大
会
�

が
、
7
月
25
日
（
日
）
富

岡
町
民
総
合
運
動
場
に
お

い
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
�

　
川
内
村
消
防
団
を
代
表

し
て
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
に
は
第
8
分
団
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
第

7
分
団
が
出
場
し
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
で
第
２
�

位
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
第
３
位
と
な
り
ま
し

た
。
�

　
特
に
優
秀
な
操
作
員
に

贈
ら
れ
る
個
人
賞
は
第
８

分
団
の
指
揮
者
高
野
教
義

さ
ん
が
見
事
選
ば
れ
ま
し

た
。
�

　
50
日
間
と
い
う
長
い
訓

練
を
経
て
、
選
手
を
影
で

支
え
続
け
た
ご
家
族
の
皆

さ
ん
、
応
援
に
あ
た
ら
れ

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
本

団
幹
部
、
川
内
出
張
所
の

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
�

ご
ざ
�

い
ま
�

し
た
。
�

第37回福島県消防操法双葉地方大会 準優勝と3位�第37回福島県消防操法双葉地方大会 準優勝と3位�
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公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公

証
人
が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公

正
証
書
の
作
成
、
確
定
日
付
の
付
与
、

定
款
や
私
文
書
な
ど
の
認
証
な
ど
、

国
の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱

う
制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
は
、
裁
判
そ
の
他
の
面

で
、
高
い
証
拠
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
正
証
書
に
は
「
執
行
力
」

が
あ
り
、
金
銭
に
か
ら
む
契
約
で
相

手
が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い

を
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で

相
手
の
財
産
に
対
し
強
制
執
行
が
で

き
ま
す
。�

　
遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、
先
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言

や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

書
に
し
て
お
け
ば
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。�

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

�

■
問
い
合
せ�

　
い
わ
き
公
証
役
場�

　
　
０
２
４
６
ー
23
ー
４
０
６
６�

�������

　
●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。�

�

　
●
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る�

　
　
最
初
の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人�

　
　
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。�

�

　
●
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環�

　
　
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

�

　
●
九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。�

�

　
●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
て
調
査
員
に
渡
し
て
い
た
だ
く
か
、�

　
　
市
区
町
村
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

����

　
●
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
を
保
　

　
　
護
す
る
た
め
の
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
票
の
記
入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
　

　
　
ま
す
。�

�

　
●
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
の
報
告
義
務
が
定
め
ら
　

　
　
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
●
国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日�

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm�
�

問い合せ　総務課企画財政係　　38－2112

総務省・福島県・川内村�

検索�国勢調査e-ガイド�

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す�
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す�



Ｑ2　どうして救急医療が厳しくなっ
　　たのですか？�

○統合後の病院はJA福島厚生連が経営します。�
○県は、将来にわたり双葉地域の医療が安定的に提供されるよう、�
　JA福島厚生連に対し必要な支援を行います。�

人口10万人当たりの�
医師数（平成20年）�
管内救急搬送数�
（平成20年）�

Ｑ1　どうして病院を統合することに
　　なったのですか？�

Ｑ4　医師を確保するだけで問題が解
　　決するのですか？�

Ｑ3　医師不足を解消するために、ど
　　うしたらよいのですか？�

183.2人�

84.5％�

116.9人�

77.4％�

100.6人�

56.7％�

242.2人�

80.2％�

187.6人�

86.6％�

141.7人�

85.8％�

166.7人�

80.9％�

99.2人�

53.0％�

165.2人�

98.0％�

県平均� 相双�
うち双葉�

県北� 県中� 県南� 会津� 南会津�いわき�

【お問い合わせ先】　福島県 病院局 病院経営改革課 (電話024－521－7228)�
　　　　　　　　　JA福島厚生連　双葉厚生病院　統合準備室（電話0240－33－2151）�



・統合病院の円滑な移行�
・医療関係機関の連携体制�
・地域全体で医療を支えていく機運づくり�
　　　　　　　　　　　　　　　　　など�

公立相馬総合病院・南相馬市立総合病院　など�

いわき市立�
　総合磐城共立病院�
　　　　　　　など�

「双葉地域医療の充実強化に向けた推進会議」�

・医師確保への連携した取組み�
・政策医療を始め、地域医療機�
　能の維持向上への財政的支援�
・現大野病院施設の無償貸与�
　　　　　　　　　　　　など�

統合病院�



　この認定証は、入院して治療を受ける場合、病院の窓口に保険証と一緒に提示することで、1カ月間の窓
口負担額が自己負担限度額以内となるものです。�
　認定証の交付を受けている方で現在も入院されている方は、忘れずに更新の手続きをしてください。また、
これから入院される方は事前に申請をしてください。�

※認定証を病院に提示しなかった場合や外来や複数の医療機関に限度額を超える支払いをした場合は、
　これまでどおり高額療養費の申請が必要になります。�

限度額適用・�
標準負担額減額認定書�

限度額適用認定書�認定書の種類�

国民健康保険または後期高齢者�
医療制度に加入している方で非�
課税世帯の方�

国民健康保険に加入している�
70歳未満の課税世帯の方�該当者�

・被保険者証�
・印鑑�

申請に必要なもの�

・川内村役場　住民課窓口�申請場所�

　新薬の開発には時間とコストがかかりますが、特許期間中は、�
開発メーカーが独占的に新薬を製造することができます。�
　しかし、この特許期間が過ぎれば、ほかのメーカーも同じ主成分の薬を製造することが可能となり
ます。これがジェネリック医薬品です。開発コストがかからないぶん、新薬より安く提供できるのです。�

　ジェネリック医薬品を処方してもらうには、医師へ「ジェネリック医薬品にしてほしい」と伝える
ことが必要です。�
　一定期間ジェネリック医薬品を試してみてから変更するかどうか決めることもできます。治療内容
によってはジェネリック医薬品が適さない場合もあるので、まず医師に相談してください。その選択
や使用方法については薬剤師と相談してみましょう。�
　もし、自分から言い出しにくいという方は、ぜひ下の「ジェネリック医薬品希望カード」を使って、
意思を伝えてください。　�

　医療機関で処方されるお薬のほとんどが、新
薬（先発医薬品）です。でも会計の時に「高くて、
家計の負担になる…」と感じたことはありませ
んか？そんなときに「ジェネリック医薬品（後発
医薬品）」が力になります。�
　ジェネリック医薬品の価格は新�
薬の2割～8割程度。有効主成分�
は新薬と同じです。お財布の�
強い味方になってくれるのが、�
ジェネリック医薬品です。�

　「どんなに安くても、安全�
性が心配」と思う方もいるか�
もしれませんが、ご安心を。�
ジェネリック医薬品は新薬と同じ主成分で厚生
労働省のジェネリック医薬品承認基準をクリア
した、信頼できるお薬です。�
　欧米ではすでに全医療用医薬品の50％以上
がジェネリック医薬品になっているほど一般的
な存在です。�

医療費負担を少しでも軽く�家計にやさしいジェネリック医薬品！�家計にやさしいジェネリック医薬品！�家計にやさしいジェネリック医薬品！�

詳しくは…�
川内村役場�
住民課�
　 38－2113

希望カードが必要�
な方は役場までお�
越し下さい。�



○福島県障がい者総合福祉センター主催による相談会です。�
○身体障害者手帳（聴覚障害）を所持している方は、身体障害者福祉法による補聴器の交付・修理
　の判定が受けられます。�
○手帳を持っていない方でも、聴力測定・補聴器の相談を受け付けます。�
○高価な補聴器を販売する目的の相談会ではありません。�
○相談会に来てみたいという方、詳しい内容を知りたい方は、下記まで連絡してください。�
　（相談会に出席する場合は事前申し込みしてください。）�
�

■連絡先　川内村複合施設ゆふね　保健福祉課　保健福祉係　　TEL 38－2941

期　　日� 受　付　時　間�

平成22年9月28日（火）� 午後1時から午後3時まで�
川内村�
複合施設ゆふね�

（財）大原綜合病院�
高　取　　隆�

会　　場� 担　当　医　師�

このような方は、ぜひ�

相談会に出席してみてください�

聴覚障がい者相談�聴覚障がい者相談�聴覚障がい者相談�

　国民年金の老齢基礎年金は、2分の1（平成21年3月分までは3分の1）が国庫負担（税金）で賄われてい
るため、支払った保険料を上回る給付を受けることができる計算となっています。厚生労働省の試算
では、1985年生まれ（2005年に20歳）の方でも納めた保険料の1.7倍以上となります。�

　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障であり、老後の生活をサポートします。�

　納めた保険料は、確定申告の際に全額が「社会保険料控除」として認められています。�



農用地面積（ha）�
交付額（千円）�

急傾斜�
166.1�
33,311

緩傾斜�
195.4�
13,845

小区画・不整形�
89.5�
6,313

急傾斜�
0.3�
40

�
451.0�
53,509

田� 畑� 計�

　川内村農業委員会事務局には、農村後継者の相談窓口が開設されています。�
　次のような業務を行っています。�

お気軽に、ご相談・問い合わせください。�
�
直通電話　川内村農業委員会事務局　（　 38－3804）�
または各地区の農業委員�
�
相談内容や個人情報は、その目的にのみ使用し、他の目的には使用いたしません。�

○水路･農道の維持管理、農用地の点検�
○鳥獣害防止対策�
○多面的機能増進活動（学校教育との連携）�
○環境にやさしい農産物の生産拡大（有機栽培･エコ栽培等）�
○病害虫防除�

○農道水路の整備・補修�
○共同機械の購入�

○集落内環境整備（生活道路等）�
○伝統文化継承事業�
○都市農村交流事業（ふるさと祭等）�

　中山間地域の持つ多面的機能（水源涵養･洪水防止･景観形成等）は住民生活に大きな役割を果たし
ています。しかし、中山間地であるための生産条件の不利性により、就農者等の減少が進み耕作放
棄地等の増加が懸念されます。�
　この制度は集落が一体となって農用地の保全･農業生産活動に取組むことを目的としています。�

　平成17年度から実施している、中山間地域等直接支払制度における、平成21年度交付
金事業実施状況は次のとおりとなりましたので公表します。�



自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所�
〒975-0033　南相馬市原町区高見町1丁目142－2　　・FAX 0244－23－4712

問い合わせは�
こちら�

登山教室　参加者募集�
　村民の健康づくりとふれあいを目的に登山教室
を開催します。参加希望の方は次のとおりお申込
みください。�
■期　　日　9月26日（日）�
■場　　所　赤面山（西郷村）　�
■募集人数　30名（定員になり次第締切ります）�
■参 加 費　1,000円�
■申 込 先　村公民館�
　　　　　　　 38－3806�
■申込締切　9月17日（金）�

第10回ふくしま特産品コンクール」�
出店者募集�

　（財）福島県観光物産交流協会では、品質・デザ
イン等に優れた「ふくしま・ふるさと産品」を顕彰する
ことにより、その開発・改良を促進し、県内はも
とより全国展開可能な、より市場性に富んだ「ふく
しま・ふるさと産品」の育成を図るため、ふくしま特
産品コンクールを開催しております。�
　今年は、11月19日（金）ホテル　福島グリーンパ
レスを会場に開催します。�
　部門ごとに、ふくしま特産品大賞（福島県知事賞）
や優秀賞、奨励賞を授与します。ふくしま特産品
大賞及び優秀賞を受賞した産品は、原則として　
選定後3年間、（財）福島県観光物産交流協会が普及
宣伝活動などの特典が受けられます。�
　詳しい内容な出店申込みについては、（財）福島
県観光物産交流協会　　 024－525－4081または、
川内村農村振興課産業振興係　　 38－2115までお
問合わせくだい。�

ノルディックウォーキング�
体験講習会�

　ノルディックウォーキングはフィンランドを中
心に欧州で、最近では世界各国で広がっています。
ジョギングやランニングのように生涯にわたり行
えるスポーツです。近年、日本国内でも広がりを
見せ、北は北海道、南は沖縄と様々な場所で普及
が進んでおります。メタボリックシンドロームへ
の対策や新たな健康づくりの手段としてご活用し
て下さい。皆さまの参加をお待ちしております。�
�
■日　　時　平成22年9月11日（土）　�
　　　　　　9：30～11：30（受付開始　9：00）�
■集合場所　いわなの郷　体験交流館�
■講　　師　木村　尚（JNFAベーシックインストラクター）�
■コ ー ス　いわなの郷周辺（約5キロ）をウォーキ
　　　　　　ングします。小雨決行　�
■参 加 費　1,000円（ポール無料貸出）�
■募集人数　20名�
■申込締切　9月6日（月）　川内村観光協会�
　　　　　　　 38－2346又はFax38－3418まで�
■そ の 他　動きやすい服装で、ウォーキングシュー
　　　　　　ズまたは歩きやすい靴。�
　　　　　　飲み物、タオル、帽子、薄手の手袋、
　　　　　　雨具等はご自身でご用意下さい。�
　　　　　　ポールを持って歩きますので、ウエス
　　　　　　トポーチまたはリュックなどをご用意
　　　　　　下さい。貴重品等は各自の管理となり
　　　　　　ます。�
■主　　催　川内村グリーンツーリズム研究会�

募集項目�
受付期間�

募集人員�

応募資格�

試験期日�

合格発表�

試験会場�

入校時期�

平成22年9月6日（月）～10月1日（金）まで（締切日必着）�
防衛大学校学生（一般）� 防衛医科大学校学生�

約80名�

看　護　学　生�

陸　約70名�

人文・社会科学専攻　 約 65名��
（うち女子約  5名）��
理 工 学 専 攻　　　 約285名��
（うち女子約25名）合計約350名�

18歳以上24歳未満�
（高卒又は卒業見込含）�

1次：11月 6日（土）・　7日（日）�
2次：12月14日（火）～18日（土）�
１次：12月3日（金）��
最終：23年2月10日（木）�
1次：福島市市民会館��
2次：仙台駐屯地�

1次：10月30日（土）・ 31日（日）�
2次：12月 8日（水）～10日（金）�
１次：11月30日（火）��
最終：23年2月10日（木）�
1次：郡山市労働福祉会館��
2次：防衛医科大学校�

1次：10月23日（土）�
2次：11月20日（土）・ 21日（日）�
１次：11月4日（木）��
最終：23年1月7日（金）�
1次：福島市市民会館��
2次：自衛隊仙台病院�

平成23年4月上旬� 平成23年4月上旬� 平成23年3月下旬～4月上旬�

18歳以上21歳未満（高卒又は卒業見込含）�

防衛省・自衛隊では平成22年度各種学生の採用試験を下記のとおり行います。�

平成22年度　防衛省自衛隊各種学生募集案内�



農業集落排水施設への接続について�
（お願い）�

情報通信基盤施設工事（地デジ対策）�
のご協力を！�

　農業集落排水事業につきまして日頃よりご理解
とご協力を頂きましてありがとうございます。�
　農業集落排水処理施設への接続率は、上川内地
区が81.5％、下川内地区が52.4％です。川内村の水
環境保全のため早急に接続して頂きますようお願
い致します。�
　また、農業集落排水に接続しているものの別棟
のお風呂・トイレ等が接続されていない箇所が数
件見受けられました。本宅同様に接続して頂きま
すよう併せてお願い致します。�

　先月の広報や各地域での説明会において、地上
デジタル放送波完全移行に伴い、上川内、下川内
地域の構築方法をお知らせしましたが、いよいよ
今月から、下川内地域を中心に本格的に敷設工事
を行います。�
　工事期間は、来年3月末までで、この期間、伝送
路を構築するため大型トラックなど往来しますの
で工事に対するご協力をお願します。�
　また、敷地内に電柱を建てたり、住宅や事業所
の軒先まで引き込み線を敷設しますので、ご指示
のうえ、特段のご協力をお願い申し上げます。�
　順調に工事が完了すれば、来年3月末には地デジ
電波の供用開始となります。�
　詳しくは、総務課企画財政係（　 38－2112）にお尋
ねください。�

ガンバレ川内村チーム！�
～第4回市町村対抗福島県軟式野球大会～�
　今月18日から開幕する第4回市町村対抗福島県軟
式野球大会は全59市町村が参加し開催されます。�
　本村チームは19日（日）第6試合あづま球場で楢葉
町と対戦します。ガンバレ！川内村チーム！�

平成22年度秋季検閲式・�
第10回放水訓練競技大会開催�

■日時　平成22年9月5日（日）　午前8時～�
　　　　（放水訓練競技大会は検閲式終了後に行い
　　　　ます。�
�
■場所　川内村総合グランド　　　　　　�
　※午前7時に消防団・婦人消防隊招集のサイレン�
　　を鳴らしますので、火災と間違わないようにお
　　願いいたします�

特設人権相談所開設のお知らせ�
　10月1日から7日までは「法の日週間」に当たり、
その行事の一環として福島地方法務局いわき支局
並びにいわき人権擁護委員協議会の共催による特
設人権相談所を開催します。�
　この相談所は人権に関する心配ごとや悩みごと
などの相談を人権擁護委員がお受けし、秘密は固
く守られます。�
　なお、相談は無料となっています。�
�
■日　時　10月4日（月）　午前10時～午後3時�
■場　所　川内村コミュニティーセンター�
　　　　　1階小会議室�
■人権擁護委員　高野 政義　猪狩 静子�
�
　なお、双葉郡内において下記の場所でも特設人
権相談所を開設しますのでお知らします。�

固定資産税……………第3期分�
国民健康保険税………第3期分� 8月双葉家畜市場子牛セリ結果�

双葉家畜市場�
（全体）�

前回比�

川内村（村内）�

前回比�

販売頭数� 販売総額� 最高価格� 平均価格�

189頭�

57頭減�

17頭�

533,400円�

27,300円減�

452,550円�

6,300円増�

357,533円�

11,787円減�

337,112円�

13,500円減�

67,573,800円�

23,279,140円減�

5,730,900円�

229,502円減�

葛尾村地域福祉�
センター�
広野町役場�
浪江町役場�

開催月日（曜日）� 開催場所� 開催時間�

10月1日（金）�

10月4日（月）�
10月7日（木）�

午前10時～�
午後3時�



　地震災害に備えましょう！�
　『消したかな』　あなたを守る　合言葉　�

刈り払い機の実地講習を行います。�

～2010年度全国統一防火標語～�
◇9月1日は、「防災の日」、8月30日 ～9月5日 【防災週間】�
「天災は忘れたころにやってくる」�
　大正12年9月1日、関東地方南部を襲った地震「関東大震災」が発生しました。死者・行方不明者14万2千8百7
名という未曾有の被害を出したことを教訓として、「普段から大事に備える」気持ちを高めるため「防災の日」
は制定されました。�
　家族の安全を守るため、日頃から非常時の連絡方法、避難場所、非常用持出袋等の確認をしておきましょう！�

◇いざ、地震が起こったら　－地震の心得10か条－�

富岡消防署から�
のお知らせ�

①まず身の安全を ！�
　机、テーブルの下などにもぐり、落下物等に注意し
て身の安全を図る。�
②すばやく火の始末 ！�
　地震の時、最も恐ろしいのは火災。地震を感じたら
すぐ火の始末をする。�
③あわてて外へ飛び出さない ！�
　あわてて外へ飛び出すと、コンクリート・看板・窓
ガラス等の落下物により怪我をする危険が多いので注
意する。�
④火が出たら、まず自分の身を守り、すばやく消火する ！�
　大きな揺れがおさまるのを待ち、すばやく消火する。�
⑤正しい情報、落ち着いた行動 ！�
　携帯用ラジオなどで正しい情報を聞き、デマに惑わ
されず、落ち着いて行動する。�

⑥ブロック塀、がけ地などに近寄らない ！�
　狭い路地、塀ぎわ、がけの上やがけ下、川べり等の
危険な場所にいる時には、急いで離れる。�
⑦扉を開けて、出口の確保 ！�
　揺れを感じたら扉を開けて、建物の中に閉じ込めら
れないようにする。�
⑧エレベーターは使用しない ！�
　停電などにより、エレベーターが途中で停止するこ
とがあるので、使用は止める。�
⑨協力して消火や救護！�
　自分勝手な行動をとらず、みんなで協力して火災を
防ぎ、怪我人やお年寄り、幼い子供を助ける。�
⑩避難は徒歩で、持物は最小限に！�
　火災が拡大したり、がけ崩れの危険があったりする
時は、難が必要になる。避難は徒歩で、持物は最小限
にする。�

（詳しくは　富岡消防署：　 22－2119　川内出張所：　 38－2119 まで）�

　刈り払い機は庭や田んぼの畦などの草刈りに必需品
です。一方使い方や保守の教習を受ける機会も少なく
自分で工夫して使用している場合が多いようです。�
　安全な使用方法や日常の手入れの仕方などを基本か
ら説明をしてもらう場を企画しました。�
　より安全に使い長持ちさせるためにはどんな方法が
よいのか説明を受け実地作業も指導受けます。どなた
でも参加できますので事前に申し込みください。（なお
この講習は労働安全衛生法の講習済証を発行するものではありません）�

日　時／9月16日（木）10～15時頃まで�
場　所／町分茶屋（上川内町分233-1、駐在所3軒隣り）�
講　師／2名　青田聡、棚橋紺先生（福島県農業短大機械指導）�
会　費／1,000円（保険代、お昼おにぎり他）�
持ち物／刈り込み機、用具一式�
申し込み先／準備などがありますので14日までに申し
　　　　　　込みください。　 090－8311－6261　小塚�
主　催／NPO  きのこ里山の会�
後　援／川内村�

（
大
熊
町
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森
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）�

広報かわうち　平成22年9月�
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　かわうち保育園にあるちょっと小さめのプール。�

　毎年夏になるとプールの時間が園児たちは待ち遠しいよ

うですが、今年の夏は特�

に暑かったので園児たち�

もプールに入ると大はし�

ゃぎ。�

　友達と水を掛け合った�

り、競争したりと楽しそ�

うな園児たちの歓声でい�

っぱいです。�

　8月6日かわうち保育園で夏まつりを行ないました。�

　祭りでは、焼きそば、ホットドックやカキ氷、スーパー

ボールすくいなどの出店が並び園児たちは縁日や村伝統の

川内甚句などを皆で踊り祭りを楽しみました。�

　また今回は先生たちが見つか�

らないように作った「おばけや�

しき」で、先生たちが扮するお�

ばけに驚かされ、中には泣き出�

す子もいましたが夏祭りを満喫�

していました。�

かわうち保育園　夏祭り�
　　　　テーマ「夏の伝統行事を楽しもう」�

プール遊びは楽しいね�
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花火きれいだね�

屋台は楽しいな� 盆踊りの様子�

プール大好き�

涼しいよ� みんなで仲良く水遊び�
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　7月27日・28日猪苗代町総合体育館（カメリーナ）にて

第37回福島県緑の少年団大会が開催され、川内村からは川

内小学校緑の少年団（5・6年生）が参加しました。�

　大会終了後、国立磐梯青少年交流の家に移動し、体験交

流活動として森の案内人による自然観察会に参加しました。

　夕食後は県内の緑の少年団と一緒にキャンプファイアを

行いました。�

　また、28日は木工クラフトを行い、講堂に移り福島森林

監督署による森の講話を熱心に受講していました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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　8月9日（月）コミュニティセンターで福島大学児童文化

研究会人形劇部による人形劇を鑑賞しました。�

　内容は、「5匹のこぶたとチャールストン」や「カンカン」・

「オズの魔法使い」などが公演され、園児たちは歓声を上

げるなど人形劇に見入ってい�

ました。�

　また、お兄さん、お姉さん�

と一緒に手遊びをしたりと楽�

しんでいました。�

　夏休みを利用し毎年実施している「青少年リーダー研修

会」を相馬海浜自然の家で小学校4年生から6年生（36名）

を対象に開催しました。�

　今年は2日間とも快晴で毎日汗びっしょりになりながらの

活動でした。�

　フィールドワークでは、サイクリング、カヌー、ナイト

ハイク、魚釣りなどを体験しました。�

　海水浴ではスイカ割りを楽しんだり、海に飛び込んだり

元気に走りまわっていました。�

　2日間の海浜自然の家では規則にそった生活を行うことに

よりリーダーとしての自覚を学んで来ました。�

「青少年リーダー研修会」開催�

第37回　福島県緑の少年団大会� 人形劇を見ました�
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カヌーにのって大はしゃぎ�

自然体験の様子� 人形劇の様子�

恒例のすいかわり�

みんなで記念写真�
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　8月8日（日）広野町を会場に第63回県総体県民スポーツ

相双地域大会が開催されました。�

　本村代表として31名が参加し、壮年ソフトボール、ソフ

トテニスの2種目で熱戦が繰り広�

げられ、ソフトテニスが見事3位�

入賞を果たしました。�

　その他の試合結果は次のとおり�

です。�

壮年ソフトボール　1回戦惜敗�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　6月6日（日）に�

みんなでつくろう�

「すわの杜公園」�

と題し、ヒューム管遊具のデザインペイントを開催しまし

たが、この日に子どもたちが描いた陶板（タイル）が一枚

の割れもなく焼きあがり、ヒューム管遊具への張り付け作

業も8月9日に無事完了しました。�

　参加されたみなさんありがとうございました。�

　自分が描いたタイルどこにあるか探してみてください。�

　村では7月30日・31日の2日間、川内小学校の3年生以上

の親子を対象とした原子力施設見学会を東京方面で開催し

ました。�

　まず、1日目のアトムワールドでは原子力発電所の模型や

パネルなどで原子力発電のしくみや原子炉の構造、安全対

策、放射線と放射能、温排水の対応などについて学び、ま

た、電気の史料館では、電気事業の歴史や様々な発電方法

の仕組み、原子力発電の可能性や安全性について理解を深

めました。�

　2日目の科学技術館では、現代から近未来の科学技術や産

業技術について展示物などを見学しました。�

親子で原子力発電について理解を深める�
　　　　　　　　平成22年度『原子力施設見学会』�

第63回 県総体県民スポーツ�
　　　　　　　相双地域大会�

すわの杜公園�
ヒューム管遊具ペイント完成�
�
�
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アトムワールド�

壮年ソフトボールの様子�

完成したペイント　　　　　　　　　　　　　　　　�

電気の史料館� 科学博物館�
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　このたび本村において、福島県の地域医療再生計画事業

の一環として医学部学生を対象とした地域医療研修が行わ

れました。この研修には、県内外から学生7人と教授2人が

来村され診療所での診察状況や患者さんから普段の生活状

況など熱心にメモを取っておられました。その後、高齢者

ふれあいいきいきサロンに参加して地域の方と交流を深め

たり、また血圧測定や薬の相談などにも応じていました。

夜は体験交流館で村と県の職員が合流し、地域医療につい

て話し合いがされました。参加された医学部生は川内村の

高齢者の純粋な心や大自然に触れ、地域医療に関心をいだ

いていきました。�
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　富岡高校川内校生3学年10名のうち4年制大学進学希望者に対し、7月30日本村役場内で

遠藤雄幸村長の夏季講義が行われました。テーマは「川内村の行政と医療・福祉、文化に

ついて」、地方自治体の首長から直接の講義は大変意義深いものがあり、今後の進路決定

や職業選択など、さらに人間としての生き方、在り方についても見識を高めることができ

たようです。また、生徒からの質問では、市町村合併、村の教育、医療問題点、雇用情勢、

村長が考える村の魅力等々があり、村長の一つひとつ丁寧な回答によって理解されていま

した。最後に、目先の大学への進学だけにとらわれず、その先のことまで考え、どんな人

間になりたいか、目的意識を持って学校生活を送る事の大切さを説かれました。�

　受講された4名の皆様、一意専心の気持ちを忘れず、残された時間を頑張ってください。�

紹介した村長のモットー�

○五事を正す。　1.貌（ぼう）和やかな顔、2言（げん）優しい言葉、3.視（し）優しいま

なざし、4.聴（ちょう）人の話をよく聞く、5.思（し）人を思いやる�
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　第8区の故小野清新氏は、このたび旭日単光章の死亡叙勲を受章されました。�

　受章伝達式は、8月6日、自宅において遠藤雄幸村長から二男の小野正修

さんに手渡され、併せて村長がお祝いを述べました。�

　小野清新さんは、昭和34年6月から昭和42年3月まで行政区長を歴任後、

昭和42年4月に川内村議会議員選挙に地域住民の支持を得て初当選、平成3

年4月までの通算3期12年の永きに亘り努められました。その他にも民生児

童委員や地域老人クラブ会長を歴任され、住民の熱望と信頼を集め、終始

一貫して村勢の進展と住民福祉の向上に努められた功績が認められたもの

です。�

　今年6月13日に87歳でお亡くなりになられました。�

　栄えある旭日単光章受章、誠におめでとうございました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　7月21日、いわなの郷体験交流館において、福島県主催の「県

知事と相双地方の市町村長との意見交換会」が行われました。�

　この交換会は、県の「いきいきふくしま創造プラン」に基づ

き開催されたもので、佐藤雄平福島県知事と相双地方の12市町

村の首長が出席されました。�

　各市町村長からは、地域が抱える課題や実情、現在取り組ま

れている成功事例などの意見が出され、それに知事がコメント

しながら政策課題に対する認識を共有するとともに、今後の県

政に活かすため活発な意見が交わされ、有意義な交換会となり

ました。また昼食会では、いわな料理や新鮮な野菜などが振舞

われ、好評のうち終えることができました。�

故小野清新氏に�
　　　栄えある旭日単光章受章�

県知事と市町村長との意見交換会開催�
　いわなの郷体験交流館にて�
�

医学部の学生が来村、�
　　　地域医療の実態を調査�

村長が川内校高生に夏季講義�
�
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自宅においての受章伝達式� 初めて川内村で開催された意見交換会�

研修の様子�

熱心に受講する川内校生�



　今回は、7月21日（水）～8月24日（火）までの35日間の夏季休業中の活動について紹介いたします。3年生の
みですので主に進路に関する活動が多くありましたが、中にはボランティア活動等も実施しました。今年
は例年になく暑い夏でしたが、可能な限り生徒は登校し、午前中は課外授業、午後は紅葉祭に向けての作
品制作や進路に関する情報収集などを実施しました。その一部を生徒の活動報告という形で紹介します。�
�
1　村長夏季講義�
　7月30日（金）16：00より、川内村役場に於いて4年制大学進学を希望して�
いる生徒4人に対して村の行政や医療・福祉、文化などについて地方自治体�
の首長である遠藤雄幸村長より講義がありました。看護学部、人文学部社会�
科学科、芸術学部を目指している4人の生徒にとっては、これらの課題に直�
接取り組んでいる村長からの講義は大変意義深いものでした。この経験は�
これからの受験準備と今後の学習に大いに役立つと考えます。最後に、目�
先の大学進学だけにとらわれることなく、その先のことを考え、目的意識を持って学校生活を送るよう説
かれました。この村長夏季講義は一昨年も行われ2名が受講しました。その2名は見事に第一希望の国公立
大学に合格しました。�
�
2　就職ガイダンス�
　8月10日（火）、富岡高校に於いて本校生徒と合同で現在就職を希望してい�
る4名が参加しました。コミュニケーション、マナーなど社会で求められる�
素養の修得や就職活動の流れや就職環境に関する知識の習得等を目的に実�
施されました。内容としては、以下の通りでした。①コミュニケーション力を高める。�
②社会・仕事を知る。③自己紹介文を作る。④面接マナーを体得する。⑤面接を体験する。�
　生徒の感想として「面接練習では緊張してあまりにも声が出なかった」「いろいろなアドバイスを生かして
はきはきとしゃべることができるように頑張りたい」「集団面接を本校生徒やったが、納得のいく面接がで
きなかった。努力をしたいです」などがありました。普段はできない多人数での実技指導を経験でき、今後
の就職活動に大いに役立つと思われます。�
�
3　介護・福祉ボランティア活動Ⅰ・Ⅱ�
　介護士を目指し、介護専門学校進学を希望している男子生徒が8月2日から6日まで�
5日間を川内村複合施設「ゆふね」内の川内村デイサービスセンターで、さらに8月9日�
から13日まで5日間を「高原の家　かわうち」で介護・福祉ボランティア活動を実施しま�
した。両施設では午前、午後にわたり、お風呂補助、食事運び、体操・レクリエーシ�
ョン、部屋の清掃、片付け、環境美化など多岐にわたり体験することができました。�
生徒の感想として「最初は職員の方の動きをじっと見る事により大変参考になった。�
大変な場合もありましたが楽しくできました。2年間介護の勉強をして、資格取得後はぜひ川内村に戻り川
内村の人のために働きたいと思います。」ということでした。�
　両施設の方々のご協力・御指導ありがとうございました。�
�

川内校　分校長　阿久津正廣�

9月の主な行事�

 1 日～10日　就職希望者面接指導�
 2 日　進路希望調査�
 9 日　知的探究心向上のための講義Ⅱ�
　　　社会人基礎力育成講座�
16日　就職試験開始�
18日　ベネッセ駿台マーク模試�
　　　小論文テスト�

創立60周年記念事業等報告及び紅葉祭について�
10月23日（土）の日程�
　13：30～　創立60周年記念式典（体育館）�
　14：50～　記念講演�
　　　　　　 ｢松木安太郎氏（サッカー解説者）｣（体育館）�
　17：00～　記念祝賀会（コミュニティセンター）�
�
紅葉祭：バザー商品提供のお願い�
　24日（日）に開催される紅葉祭のバザ�
ー商品提供をお願いしたいと考えてお�
ります。ご協力いただける場合はご連�
絡をお願いします。（38－2049）�

↑遠藤雄幸村長による夏季講義�

↑模擬面接�

↓校門に設置された看板�
�

↑介護・福祉ボランティア�



【善意のご寄付】�
　次の方から、ご寄付をいただきました。厚く御礼申し上
げます。�
＊ご遺志金�
・三瓶　修二様（富岡町）　故三瓶　　博様ご遺志�
・佐藤　辰義様（細　越）　故佐藤　儀雄様ご遺志�
・山中　　力様（西ノ内）　故山中ケサ子様ご遺志�
・秋元　正博様（　林　）　故秋元壽美子様ご遺志�
・大和田廣明様（綱　木）　故大和田宗知様ご遺志�
＊一般ご寄付�
・望月威男様（田村市）　・望月隆司様（田村市）�
　（株）イシフクフタバ会長　　（株）イシフクフタバ代表取締役�

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合い
の機会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの9月の
予定についてご案内しますので、参加くださるよう
お願いします。対象地区の高齢者であれば、どなたで
も参加できますので、お気軽にご参加ください。�
■期日・場所�
　9月 8 日（水）　10時　　  第8区五枚沢集会所�
　　　　　　　　　　　　  8区高齢者対象�
　9月14日（火）　9時30分　第6区西山集会所�
　　　　　　　　　　　　  6区･7区高齢者対象�
　9月29日（水）　9時　　    第5区集会所　�
　　　　　　　　　　　　  5区高齢者対象�

　認知症という言葉はテレビや新聞でよく見聞きし
ていても、実際にどのような症状を引き起こすのか、
また本人や家族が抱える不安は、それぞれ異なり、
認知症についての誤解や偏見があることも事実です。�
　福島県社会福祉協議会では、認知症を正しく理解
し、自分らしく、安心して暮らし続けるためのヒン
トを提案するため次によりセミナーが開催されます
ので、ご案内します。�
■日　時　9月5日（日）�
　　　　　10：00～12：00�
■場　所　福島県男女共生センター�
　　　　　～女と男の未来館　1階研修ホール�
　　　　　二本松市郭内1丁目196－1　�
■内　容　講演「認知症って何ですか？」�
　　　　　介護体験発表　�
■参加費　無料（事前申込みも不要です）�
■問合先　福島県社会福祉協議会�
　　　　　人材研修課　�
　　　　　　 0243－23－8306

　川内村社会福祉協議会は、だれもが安心して暮ら
せる福祉の村づくりをめざして、『ふれあい、支え合
い、助け合う、お互い様の地域づくり』の活動をす
すめる民間団体です。本会の活動費は、村民の皆様
よりご協力いただいた社協会費や補助金等で運営さ
れています。�
　地域事情に合わせた福祉事業推進のために「社協
会員会費」は重要な自主財源となっています。本年
度は、一般・特別・法人会費合わせて1,302,500円
のご協力をいただきました。会員の皆様に心より感
謝申し上げます。�

＊会員会費の使途について�
　皆様からいただきました会費は、次の事業に充て
る予定です。�
①ボランティア普及活動事業　　　�
　活動に対する事業費や活動保険料�
②共同募金配分事業費�
　福祉団体助成事業・高齢者スポーツ大会・いきい
　きサロン助成�
③福祉車両管理費　福祉バス等車両運行に係る経費�

法人会費　　総額　　385,000円�
　　　　　　　　　　　法人名のみ（敬称は略します。）�
�

一般会費　　総額　　917,500円�

（有）アパレル・エンドー�
あぶくま更正園�
（有）遠藤工業所�
（有）遠藤きのこ園�
（有）川内工業�
（企）かわうちとくさん�
（有）河原組�
（有）協川興業�
郡山信用金庫川内支店�
（有）佐久間工務店�
（有）三瓶組�
（有）志賀林業�
（有）ダイワ　ヤマザキショップ川内店�
（株）西川工業�
双葉地方森林組合川内事業所�
（有）フタバ精機川内工場�
（有）やまとや�
（株）渡邉重建�
（有）渡邉商店�

（株）あぶくま川内�
（有）あぶくま農場�
（有）遠藤モーター商会�
大和田建設（株）�
（企）かわうちオフィスサービス�
（有）川内自動車整備工場�
（有）国見工業�
（株）小松屋�
高原の家　かわうち�
（有）佐和屋�
ＪＡ双葉川内支店�
神明畜産（株）�
（有）東電サポート�
双葉砕石工業（株）�
（株）丸川建設�
（有）宮元屋�
（有）モード・マミ�
（有）わたや�

行政区�
�
1区�
2区�
3区�
4区�
5区�
6区�
7区�
8区�
合計�

一般会費�
（1,000円）�

123,000円�
47,000円�
172,000円�
69,000円�
154,000円�
94,000円�
75,500円�
53,000円�
787,500円�

特別会費�
（3,000円以上）�
9,000円�
17,000円�
14,000円�
29,000円�
32,000円�
6,000円�
14,000円�
9,000円�

130,000円�

合　　　計�
�

132,000円�
64,000円�
186,000円�
98,000円�
186,000円�
100,000円�
89,500円�
62,000円�
917,500円�



こんにちは　地域包括支援センター　です。�
（地域のみなさまへ）�

川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わるさまざまな相談を受付けております。�

複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　　38－2941

御家族に、こんな変化はありませんか�
□ 「だるい」と言うことが増え、食欲がなくなった。　□ 物事に関心がなくなった。�
□ 眠れない日が続いている（2週間以上続くときは特に要注意！）。�

職場に、｢いつもと違ってこのごろ調子が悪そう｣という方はいませんか�
□ 集中力がなくなり、仕事の能率が落ちてきた。　□ 表情が暗く、ボーっとするようになった。�
□ 口数が減り、人付き合いを避けるようになった。�

「うつ病」は自分では気づきにくいものです。御家族や会社の方など身近な方が気づき、�
一緒に相談機関を訪ねたり、受診に付き添うことが大切です。�

御本人が相談できない場合は、御家族や会社の方だけでも相談してみましょう。�
（この場合は相談機関がお勧めです）�

（医療機関）　○かかりつけ医、精神科、心療内科�
（相談機関）　○お近くの県保健福祉事務所　いわき市・郡山市保健所�
　　　　　　 ○お住まいの市町村相談窓口　○県精神保健福祉センター�



　家にこもりがちなので生活の範囲を広げたい、人付き
合いがうまくいかない、規則的な生活を送れるようにした
い、病気とうまく付き合いたい、退院したので働く自信を
つけたい等の悩みをもつ方を対象にデイケアを月1回開催
しています。参加を希望する方は、直接保健師に申し込
んでください。�
■期日・内容�
　 9 月1日（水） 午前10時30分～12時　調理実習�
　10月6日（水） 午後1時30分～3時　バトミントン�
■場　　　所　ゆふね保健指導室�

デイケア�

運動教室�

　村では、ひとり暮らし高齢者及び重度障がい者等が、
急病や事故等の緊急時に迅速かつ適切に対応できるよう、
緊急通報用電話機を貸与しております。�
■対象者�
　（1）おおむね65歳以上のひとり暮らし高齢者�
　（2）ひとり暮らしの重度障がい者�
　（3）村長が特に必要と認めるもの�
　（4）85歳以上の高齢者のみの世帯�
■費用負担�
　所得に応じ費用負担が生じますが、（4）の対象者につ
　いては無料となります。�
■申　請　希望者は随時受け付けいたします。�
※詳しくは、ゆふね保健福祉係までお問い合わせください。�

川内村緊急通報システム事業について�
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21－0873�

24－0024�

32－5578

22－6560�

33－1133�

27－4020

32－1700�

34－4005�

34－4832

富岡�

浪江�

大熊�

富岡�

双葉�

広野�

富岡�

浪江�

富岡�

広野�

浪江�

双葉�

大熊�

浪江�

浪江�

さくらクリニック�

今村クリニック�

佐山歯科医院�

富岡中央医院�

耳鼻咽喉科ふたばクリニック�

新妻歯科医院�

水谷消化器科外科医院�

松本耳鼻咽喉科医院 �

宮嶋歯科医院　　　�

高野病院�

手塚クリニック�

とみざわ歯科医院�

こんの内科クリニック�

佐川外科麻酔科医院�

泉田歯科医院�

9／5�
（日）�

9／12�
（日）�

9／19�
（日）�

9／20�
（月）�

9／23�
（木）�

21－1330�

33－2013�

35－1599

富岡�

双葉�

浪江�

とみおか整形外科クリニック�

石田医院�

にしはら歯科クリニック�

9／26�
（日）�

22－3311�

23－0075�

35－3216

富岡�

双葉�

浪江�

川村医院�

酒井クリニック�

栗山歯科医院�

10／3�
（日）�

22－3415�

34－1187�

22－5877

27－2901�

24－0088�

33－4929

※休日当番医は変更になる場合があります。受診の際は確認を
　お願いします。�
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　ご迷惑をおかけいたしますが、下記の都合により休診
にさせていただきますので、休診日を避けてご来所くだ
さい。�

※　上記「休診」は、予定ですので変更する場合もありますので、
あらかじめご了承願います。変更の場合、診療所の受付や診
療バスに「お知らせ」を掲示してお知らせいたします。�

　運動教室を開催しています。楽しく体を動かしてみませ
んか。�
■期日・場所　元気クラブー9月9日（木）・30（木）　　　　
　　　　　3区山村活性化支援センター�
　　　　　ほがらかクラブー9月16日（木）　西山集会場�
　　　　　なごやかクラブー9月27日（月）　1区集会所�
　　　　　しあわせクラブー9月30日（木）　5区集会所�
■時　間　午前9時30分～11時�
　　　　　（※しあわせクラブのみ13時30分から）�
■対　象　体を動かしたい人ならどなたでも。�
　　　　　（介護予防、メタボ対策、肩こり・膝痛予防、ス
　　　　　トレス解消など）�
■スタッフ　川内村健康サポーター  ■参加料　無料�
■持参するもの　タオル・飲み物�
＊参加を希望する方は会場にお集まりください。治療中の
　方は主治医に相談してください。詳しくは保健福祉係保
　健師までお問い合わせください。�
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4 日（土）敬老会�
5 日（日）秋季検閲式�
11日（土）秋季例大祭（上川内）�
12日（日）秋季例大祭�
　　　　 （高田島、下川内）�
20日（祝）敬老の日�
23日（祝）秋分の日�
26日（日）秋季野球大会�

軽登山� 青少年リーダー研修�

Ｈ22. 7 .31現在　世帯数 ／1,121世帯（前月比－ 4 ）　人口／ 男1,541人（前月比－ 1 ）　女1,468人（前月比± 0 ）　計3,009人（前月比－ 1 ）�
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